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4apr.

2木、3金、6月、7火
　　　新入社員研修会＆租税教室
　　　昭和ビル大ホール　10：00～16：30
6月　名古屋中税務連絡協議会・会長会
　　　名古屋中税務署会議室　14：30
7火　新栄支部役員総会
　　　事務局会議室　10：30
8水　橘支部役員総会
　　　名月　10：30
9木　千早支部役員総会
　　　木曽路瓦町店　11：30
　　　経営研究会・平成27年度総会
　　　東京第一ホテル錦　18：00
10金　名城支部役員総会
　　　事務局会議室　10：30
13月　錦三丁目支部役員総会
　　　たての街・囲み屋　10：30
14火　本部・第８回　理事会
　　　昭和ビル大ホール　15：30
　　　青年部会・第２回正副部会長会議
　　　事務局会議室　18：30
15水　栄西支部役員総会
　　　名古屋観光ホテル　10：30
　　　青年部会　第35年度総会
　　　名古屋クレストンホテル　18：00
　　　新設法人説明会
　　　名古屋中税務署会議室　13：30
　　　県連・総務委員会
　　　大同生命ビル会議室　13：30
16木　全国女性フォ－ラム福岡大会
　　　ヒルトン福岡シーホーク　14：00
　　　栄東支部役員総会
　　　蔦茂　10：30
17金　大須支部役員総会
　　　ローズコートホテル10：30
20月　平和支部役員総会
　　　事務局会議室　10：30
21火　第32回・女性部会通常総会
　　　名古屋東急ホテル　14：30
　　　県連・青連協定時総会
　　　ホテルキャッスルプラザ　16：00
22水　県連・女連協定時総会
　　　ホテルキャッスルプラザ　10：00
　　　女連協創立30周年・第３回準備委員会
　　　大同生命ビル会議室　14：00
23木　県連・正副部会長会議
　　　名鉄グランドホテル　11：00
　　　県連・第７回理事会
　　　名鉄グランドホテル　12：00
　　　老松支部役員総会
　　　木曽路瓦町店　11：30
　　　青年部会・第２回役員会
　　　名古屋クレストンホテル　18：30
24金　御園支部役員総会
　　　事務局会議室　10：30
　　　決算期別研修会（３月期）
　　　昭和ビル大ホール　13：30
27月　正木支部役員総会　
　　　 ANAクラウンプラザホテルグランコート

名古屋　たん熊　11：00
30木　松原支部役員総会
　　　ローズコートホテル　10：30

5may.

1金　メーデー
2土　八十八夜の別れ霜
3日　憲法記念日
4月　みどりの日
5火　こどもの日・端午の節句
6水　立夏・振替休日

9土、10日
　　　 NAGOYA MUSIC DAY 

栄ミナミ音楽祭“15
　　　矢場公園、ナディアパーク他
10日　母の日
　　　栄東支部事業
　　　 《栄ミナミ音楽祭・ 

パートナーズライブinつたも》
　　　～平安桜と吉川MANAとともに～
　　　料亭・蔦茂　12：00
13水　県連・税制委員会
　　　大同生命ビル　10：30
14木　女性部会・第２回理事会
　　　事務局会議室　10：30
19火　経営研究会・第２回幹事会
　　　たての街・囲み屋
21木　決算期別研修会（４～６月期）
　　　昭和ビル大ホール　13：30
26火　名古屋中法人会・第４回通常総会
　　　記念講演会
　　　講師：歴史経済作家　渋井 真帆氏
　　　演題：「 尾張藩主徳川宗春のどえ

りゃあ派手な経済運営」
　　　～吉宗の中央改革と宗春の地域活性化～
　　　名古屋東急ホテル　14：00

6jun.

3水　名古屋中税務連絡協議会定例会・総会
　　　名古屋中税務署会議室　14：30
4木　青年部会税務研修委員会
　　　パネルディスカッション
　　　 『知って安心！マイナンバーと税務』
　　　芸術文化センター　14：30
10水、11木、12金
　　　 税務研修会「平成27年度税制

改正の実務ポイント」
　　　昭和ビル大ホール　13：30
　　　講師：税理士法人　名南経営
　　　理事長　吉田 勤氏
16火　青年部会・第３回正副部会長会議
　　　事務局会議室　18：30
　　　女性部会・新緑税務講座
　　　講師：名古屋中税務署法人課税第一部門
　　　統括国税調査官　辻川 雅章氏
23火　一般社団法人　愛知県法人会連合会
　　　第３回通常総会
　　　名鉄ニューグランドホテル　15：30
29月　東海青連協・定時総会
　　　ホテルキャッスルプラザ　14：00
30火　県連・専務理事会議
　　　大同生命ビル　14：30

7jul.

2木　青年部会・第３回役員会
　　　名古屋クレストンホテル　18：30
7火　七夕
9木　女性部会・第３回理事会
　　　事務局会議室　10：30
10金　財務省人事異動発令日
12日　大相撲名古屋場所
13月　第10回・広報委員会
　　　事務局会議室　10：30
15水　青連協・ゴルフコンペ
　　　葵カントリー倶楽部
17金　県連・事業委員会
　　　大同生命ビル　15：00
　　　青年部会「第27回全国中の会・札幌大会」
　　　札幌REIホテル　14：00

22水　県連・厚生委員会
　　　大同生命ビル　14：00
24金　決算期別研修会（７～９月期）
　　　昭和ビル大ホール　13：30
28火　全法連・総務委員会
　　　全法連会館　12：30
29水　県連・広報委員会
　　　大同生命ビル　15：00
31金　県連・税制委員会
　　　大同生命ビル　15：00

8aug.

3月　県連・総務委員会
　　　大同生命ビル　15：30
4火　本部・第４回理事懇談会
　　　東京第一ホテル錦　16：00
5水　県連・理事会、理事委員合同懇談会
　　　名古屋観光ホテル　16：00
6木　広島原爆の日
　　　第97回高校野球全国選手権大会　甲子園球場
8土　立秋
9日　長崎原爆の日
15土　全国戦没者追悼式
17月　県連・組織委員会
　　　大同生命ビル　15：00
21金　青年部会＆経営研究会合同記念事業
　　　栄小公園
22土・23日
　　　第64回・広小路夏まつり
　　　朝日神社・広小路通り界隈
24月　青年部会・第４回正副部会長会議
　　　事務局会議室　18：30
26水　第７回厚生委員会・福利厚生推進会議
　　　喜多八　16：00
28金　県連・専務理事会議
　　　大同生命ビル　14：00
28金～30日
　　　第17回・にっぽんど真ん中祭

9sep.

1火～3木
　　　越中八尾おわら風の盆
1火　二百十日・防災の日・関東大震災
　　　市内９法人会合同講演会
　　　日本特殊陶業市民会館　13：30
2水、9水、14月、24木、10月1木、7水　延べ６日
　　　「第21回・やさしい法人税セミナー」
　　　昭和ビル大ホール　13：30
　　　講師：税理士、元熱田税務署長
　　　　　　赤堀 聰　氏
3木　青年部会・第４回役員会
　　　名古屋クレストンホテル　18：30
　　　県連・女連協常任理事会
　　　大同生命ビル会議室　12：00
4金　第４回・組織委員＆支部長合同会議
　　　木曽路錦店　16：00
10木　女性部会・第４回理事会
　　　事務局会議室　10：30
12土　愛知万博10周年記念
　　　《第32回・全国都市緑化あいちフェア》
　　　地球博記念講演
21月　敬老の日
22火　国民の休日
23水　秋分の日
　　　女性部会・社会貢献事業
　　　《第２回・なごやヤングジャズフェスティバル！》
　　　演奏：フリーヒルズジャズオーケストラ
　　　中電ホール　13：30
27日　F１・第16戦日本グランプリ決勝
　　　鈴鹿サーキット
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動かない島の上の雲
僕が生まれ育った神奈川県逗子市は、海辺の町、うちの親父と叔父の裕
次郎が暮した町です。僕の子供の頃は、海辺の砂浜、そして、広い空と一
緒の毎日でした。
また、父は、年に１度、夏休みにヨットに乗せてくれました。初めて
乗ったときのことが痛烈に印象に残っています。油壺のヨットハーバーか
ら伊豆諸島の大島、利島、新島へと北から南に下っていくのですが、利島
の上にひとつだけ雲が。子どもの僕は、島の上の雲は南風に乗って油壷の
ほうに動いていくだろうと想像して雲を見ていました。しかし、風が動い
ているのに雲は動きません。そして、突然風向きが変わり、ヨットが反対
側に傾きました。そんなとき「不思議だなぁ、なぜ、あそこに雲があるの
だろう」、「なぜ、いま急に風向きが変わったのだろう」と考えました。
お天気博士の森田正光さんとテレビ番組でご一緒したときに、その不思
議だと思った経験を話したら、「勉強して気象予報士になったら、その謎
が科学として解明されますよ」と。そして、紹介されたのが『一般気象
学』という本でした。
驚きました。気象学は空を見上げる学問だと思っておりましたが、第一
章は『太陽系の地球』、太陽があり、地球に空気と水があるから気象現象
が起こる、と知りました。

四季折々変わる空の色　
1996年に気象予報士に。ウェザーキャスターをするつもりはありません
でしたが、プロデューサーから「石原さんは空の話をされるとき、とても
楽しそう。空の楽しさを観ている人に伝えてもらえませんか」と言われ、
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それならとお引き受けしました。
僕は、空の楽しさを伝えるには、美しい日本の空を実際に

見てもらおうと考えた。
普段は空を見ない人も桜を話題にすると、桜並木を見上げ

ついでに空も見てもらえる。１月下旬、桜の開花予想が発表
されますが、２月「まだ咲くわけないな」と言いながら桜の
木を見上げ自然と冬の青空を見る。３月桜のシーズン、柔ら
かい感じの青空になっていると気づくかも知れない。５月、
やっと稚内の桜が咲き、家の近くの桜も葉が出てきたなと
思って空を見上げ、空気が暖かくなると空の色も変わるもの
だなと気づいてくれる。僕は、楽しいことを通して空を見上
げてもらう機会をつくることをやっていこう、と思ったのです。

人任せにしないで自分の町を知ろう！
空の楽しさの裏返しが怖さ。それを実感したのは2011年９

月です。台風12号が潮岬をかすめるようにやってきた。紀伊
半島で豪雨、新宮辺りで大水害、「土砂ダム」と報道されま
した。その後すぐに、台風15号。全国的に強風が吹き、都会
の真ん中である渋谷の道玄坂でも大きな並木が倒れました。
風の怖さを思い知った年でした。
近年の異常気象のキーワードとして出てくるのが地球温暖

化です。日本の自然は非常に極細やかですから、データを見
るまでもなく、みなさんも、日頃の生活の中で、自分の子ど
もの頃とは何かが変わってきているな、と思いませんか。
衝撃的だったのは、2007年８月16日、岐阜県多治見市と埼

玉県熊谷市で74年振りに日本最高気温の記録が40.9度に更新
されました。多治見市の最高気温は、名古屋のヒートアイラ
ンド現象の影響もあるのではないか、人間の経済活動が気候
変動に影響しての記録ではないかと思います。
４Ｒ運動（リサイクル：再生利用、リユース：再利用、リ
デュース：減量、リフューズ：断る）が盛んですが、次に考
えるのは需要（エネルギー・水・食料）を大事に使うことと
供給です。原子力発電は賛否両論ありますが、僕は、自分た
ちの生活を守るために人任せにしないで、なにが起こってい
るのかに興味を持ち、科学する気持ちを持つのが次のエコロ
ジーだと思っています。

みな一人ひとりが「科学する心」を。
これからさらにシビアな気象現象が増えると予想されてい

ます。防災情報に携わっている者として、どのように情報を
伝えていくか思い悩みますが、阪神大震災のときのデータで
は、７割の人が自分で自分の身を守ったそうです。まずは、
自分の町のこと（成り立ちとか土壌）を知るとか、情報だけ
ではなく、自分の目で確かめることが重要だと思います。
情報化社会です。情報は人の暮らしを豊かにしてくれます

が、反面溢れる情報でストレスになったり、目先のことだけ
に目がいってしまいがちです。そうしたときに自然に抱かれ
ている自分を見いだせば、癒しになると思います。皆様も一
日に一度は空を見上げてください。
ぜひ、みなさん「空を見よう」

※この記事は平成27年２月４日㈪の講演を要約したものです。
（文責）公益社団法人　名古屋中法人会
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昭和２年に創業
――ご創業についてお聞かせください。
姉が記した書き物によりますと、初代杉村貞一は不老園さんで

修行していたのですが、昭和２年不老園別家として中川区尾頭橋
に店舗をもちました。不老園さんから一字いただいて「不朽園」
として、最初は不老饅頭という蒸し菓子と最中を取り扱っていた
ようです。
昭和11年初代が病死。17年に二代目杉村茂が後を継ぎました。

19年戦火で店舗を焼失、戦後の21年多額の借金をして尾頭橋で仮
店舗から始めました。当時は食糧難で思うように原料が手に入ら
ず名古屋駅西のブローカー屋で砂糖・あずき等を困難極めて仕入
れ、和菓子、おしるこの２つの暖簾を掲げていました。徐々に売
上げを伸ばし、最中の餡の製法に工夫を凝らし独特の味を生み出
したのが好評で、祝祭日には行列ができるようになりました。
昭和30年に現店舗を新築、売上げも伸びました。昭和37年に有

限会社不朽園を設立。機械を導入し、製造は大きく飛躍しました
が、平成５年４月に二代目は病死しました。
先代が亡くなったとき私は家から出て菓子会社に勤めていまし

たので、しばらくは姉がやっていたのですが急遽私に声がかかり
同年５月三代目を継ぐことになりました。
平成８年より百貨店に出店、10年店舗改造と共に工場、事務室、

最も
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食堂、倉庫等を新築、社員数も40名ほどになりました。
先代も私も養子です。初代が病死後、大須の不老園さん

から先代が養子に来ました。私も小学５年のときに養子に
入りました。そうやって商売を続けています。
四代目となる予定の長男がここに同席していますが、孫

も継いでくれるようで有り難いと思っています。

命を削るように商売をしていた義母
――先代から言い伝えられた言葉はありましたか。
朝、なかなか起きてこないので見に行ったときには、も

う亡くなっていました。前日は一緒にビフテキを食べたほ
ど元気でした。
特に先代から言われた言葉はありませんが、義父は根っ

からの職人、義母は商売人でしたので、お菓子に真面目に、
正直に向かう姿勢、特に義母の命を削るように商品に向か
う姿を見ていましたから、あだや商品をおろそかにはでき
ません。
とにかくお客様第一でした。ひとつひとつお客様から

「美味しい」と言っていただけるように、みんなで頑張っ
てきました。
――不朽園さんは菊最中が有名です。

作り立てが一番美味しいと思っていますので、商品の回
転が良く、作り立ての最中を皆様にご提供できていますこ
とは有り難いことです。
義母も先代も味を追求する人でした。最中は餡と最中種

（皮）だけで作られていますから、それだけに難しいので
す。うちの餡は瑞々しく、最中種は非常に軽くてサクサク
しています。最中種だけが美味しくても、餡だけが美味し
くてもダメで、バランスが非常に大切と、先代も義母も経
験と勘を積み重ねてやってきました。工夫の幅は狭いです
が、職人さんが個性を出して最中種と餡を作っています。
最中はお月見のお供え物で、池に映った満月を模してい

ます。もともとはせんべいみたいだったらしいのですが、
だんだんいまの形になったようです。
――すぐに食べられないときの美味しい食べ方を教えてく
ださい。
餡は砂糖を多めに入れると日もちはしますが、味を殺し

てしまいます。うちの賞味期限は５日から１週間です。長
持ちさせようとしたら冷蔵庫に入れて、食べる前に常温に
して、最中種の水分を飛ばすためにトースターでほんの20秒
程熱するとさくさくになります。最中の皮が上顎にくっつく
と聞きますが、うちの最中はそういうことはありませんね。
――価格がお値打ちです。
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先代はそんなに儲けなくてもいいと昔から薄利多売で
やってきました。
――最中だけでなく他の和菓子も取り扱っておられます。
うちの売上の７割が最中でして、最中に命をかけていま

す。お客様もよくご存じで、製造の職人さんが風邪をひい
て替わりの者が餡を炊くと、今日は違うと言われます。お
客様の期待を裏切らないようにしなければなりません。
――原材料のこだわりは？　
材料を選別するのは当たり前ですが、小豆は北海道、特

に十勝ものがいいのですが、天候などの影響でいつもいい
わけでもないので、そのときいいものを選んでいます。
――最中種の材料は？
もち米です。水の量１サジと蒸す加減で出来上がりが変

わってきます。最上の最中種があったとしても、うちの餡
を入れて美味しいとは限りません。相性・バランスが一番
大切です。お嫁さんも相性が一番、一緒です（笑）。

夫婦揃ってウォーキング
――ご出身はどちらですか。
あま市（旧海部郡）で生まれました。田舎で、田圃の中

を走り回っていました。父は警官で駐在所勤務でしたから、
あちこち転々としました。港区に来たときに父が亡くなっ
たので、生活が大変だということで義母に引き取られまし

た。小学校５年でした。
大学を卒業してすぐ、22、23歳の頃ですが義母と意見が

合わず家を飛び出ました。私の甘えもあったと思います。
食品関係の会社に勤めたりアルバイトもしながら生活、結
婚もしました。でも、先代が亡くなった27歳のとき戻りま
した。ずっと面倒をみてもらっていた恩は忘れてはいませ
んでしたし、義母も先代も本当に命を削って築きあげた商
売ですから、おろそかにできません。
――洋菓子の店もされていますね。
２軒隣で次男が洋菓子店をやっています。和菓子のほう

は長男にやってもらっています。
――日ごろ大切にされていることは？
夫婦揃って必ずウォーキングに行きます。お酒は飲みま

せん。甘いもの、餡は根っから好きです。
――趣味をおもちですか。
時間がとれると、半日でも妻と一緒にどこかの温泉に

行ってご飯を食べたりしています。
いまは長男がやってくれますので時間がとれるようにな

りましたが、以前は、店があるときに私用でどこかに行く
と悪いような気がして出掛けることはしませんでした。で
も、ある人から「店は任せて、いろいろな所を見て回り、
見聞を広めることも必要」とアドバイスをもらいましてか
ら、外に出るようになりました。
――店頭にカステラ最中という商品が並んでいました。
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社会環境も変わり、饅頭をご購入されるお客様が減って
います。いまは自分から動いてお客様の間口を広げたいと、
先代から引き継いだ財産の最中を、餅最中・栗最中・水羊
羹最中など、最中を柱に四季折々工夫して活路を開くため
に努力しています。
昔は、お寺さんは地域の集会場みたいになっていて、伯

母は商売人でしたから、そういうところにお菓子を配って
いましたので、よくご注文をいただいたものです。
――昔は卒業のときに学校で紅白饅頭が配られました。
ええ、私の小中高の卒業のときは、うちの紅白饅頭でし

た。そういう行事で和菓子が使われることがなくなりました。
乳製品と餡は合いますから、夏場の売上を落とさないよ

うにアイスクリーム最中を開発しました。一昨年から百貨
店でもお中元に使っていただいて評判も良く、インパクト
もあって今年もやって欲しいと要望はあったのですが、配
送の問題もあって今年は止めました。
いまは洋菓子とのコラボで、最中パイやフルーツを入れ

た最中も考慮中、いろいろなアイデアを練っています。

嬉しかった子どもの「美味しい！お替わり！」
――今後に向けての抱負をお聞かせください。
昔からのやり方を踏襲するだけでなく、もっと深く味の

追求をしていきたいと思っています。

中日文化センターでお世話になって、和菓子の普及、菓
子教室をやっています。
近くの小中学生が体験学習で来たとき、最初は最中を見

て「エ一ッ！何これ？」と言っていましても、実際に食べ
てみると「美味しい！お替わり！」と言ってくれます。子
どもは正直です。美味しいものは美味しい、まずいものに
は手をつけないですから、体験学習で美味しいと言っても
らえたのは嬉しかったです。餡の美味しさを機会を増やし
て伝えていきたいです。うちの90年近い技術の積み重ねを、
どう表現していくか。これからの課題です。
最中を切り口に次の段階に進んでいきたい。自分も楽し

みながらやっていますし、手応えは十分感じています。
――お父様からご子息に一言。
息子は39歳です。息子は知らないうちに県外の大学に行

くことを決め、私の知らないうちに菓子学校に行き修行先
を見つけていました。こちらに一言の相談もしてくれませ
ん。全部自分で決めていました。
うちはまだインターネット通販をやっていませんが、息

子の大学での専門は情報管理ですから、大学で同級生の嫁
と二人で力を合わせてやってくれると思います。インター
ネット用の商品も開発したいですね。美味しい餡を作り続
けていけばお客様に喜んでもらえると信じています。
――商品開発に大変に意欲的ですね。これからどんな商品が
売られるか楽しみにしています。ありがとうございました。
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